
注）受付完了の連絡はしておりません。定員に達し、ご参加いただけない場合のみ、メール又は電話で

ご連絡させていただきます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ＜ＦＡＸ返信用紙＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２月２５日（水） 地震から身を守る室内安全セミナー参加申込書
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事業所名

電話番号

参加者名

フリガナ

フリガナ

フリガナ

ＴＥＬ ： ０３－３２１２－２１１１ ＦＡＸ ： ０３－３２１３－１４７８

注）複数名で申込される方は、参加される方全員の氏名の記載をお願い致します。

令和８年２月２５日(水) １４時２０分～１６時３０分（開場１３時５０分）開催日時

ＴＥＬ：０３－３２１２－２１１１ 東京消防庁防災部震災対策課問合せ

参加費 無料（定員１８０名）

QRコードを読み込みメールもしくは、本紙下部の申込書に
ご記入の上、ＦＡＸにてお申込みください。

申込方法

情報提供 １６時０５分～１６時３０分

東京消防庁 防災部

講 演 １４時２５分～１５時５５分

平田 京子 氏 日本女子大学
建築デザイン学部 建築デザイン学科 教授
東京消防庁火災予防審議会 委員

総務省消防庁予防行政のあり方に関する検討会 委員
東京都震災対策復興検討会議 委員

メール
アドレス

会場
スクワール麹町 ３階 錦華の間（千代田区麹町6-6）

注）公共交通機関を使用してお越しください。駐車場、駐輪場はございません。

メール ： sinsaika@tfd.metro.tokyo.jp

参加者全員の氏名及び読み仮名・事業所名を記入し送付してください。

注）先着順とさせていただきます。

『地域連携の構築』・『リチウムイオン電池火災』など

『室内安全対策と在宅避難、避難所生活』

大地震が発生したときに室内の被害が大きいと、その復旧は大変になります。また都内で自
宅が被害を受けてしまうと、多数の見知らぬ人と一緒に過ごす避難所生活が始まります。実
際の避難所生活や在宅避難について解説します。家具転対策等の防災対策を実施し、室内を
安全にして、なるべく避難所生活をせずに、在宅避難で迅速な復旧をめざすための対策を一
緒に考えます。

注）「手話通訳」がつきます。必要な方は申込時にお知らせください。

手話通訳 必要
ご希望の方は必要を丸で囲ってください。

mailto:sinsaika@tfd.metro.tokyo.jp
04432908
タイプライターテキスト





会場案内図

注）公共交通機関を使用してお越しください。駐車場、駐輪場はございません。

会場 スクワール麹町３階 錦華の間（千代田区麹町6-6）

JR中央線
< 麹 町 口 > 徒歩３０秒

地下鉄 丸の内線
< 四ツ谷口 > 徒歩３分

地下鉄 南北線
< ３ 番 口 > 徒歩１分

東京消防庁
スクワール麹町

JR四ツ谷駅から東京消防庁スクワール麹町への行き方


